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質問　近年、熱中症は生活に深刻な影響を与えています。
ミストシャワーや、緑のカーテンを本庄駅に設置する予
定はありますか。また、クーリングシェルターの追加設
置や解放時間の延長はできないでしょうか。
答弁　ミストシャワーや緑のカーテンは暑さを緩和する
効果があると認識していますが、設置には課題もあるた
め、慎重な検討が必要です。市では現在、クーリングシェ
ルターに指定している 13 の公共施設に加え、民間施設
の追加募集を行っています。開館時間の延長は、施設の
利用目的に応じて考えていきます。

質問　八潮市での道路陥没事故を受け、市の道路整備状
況や歩道整備の頻度について伺います。東中では生徒の
６割が自転車通学するなか、整備不足や街灯が少ない道
への不安の声が多く、安全な道路整備を要望します。
答弁　市では、道路や下水道管の安全性を確保するため
重点的な点検や調査を進めています。道路パトロールや
橋の定期点検を行い、危険箇所には迅速に対応していま
す。また、各地域の声を聴きながら、通学路である歩道
の点検や整備を優先しています。引き続き、安心して通
学できるよう、道路の点検と安全性向上に取り組みます。

　歩道を含む道路の
　整備状況について

小暮 泉美（本庄東中）

　熱中症の対策について

平原 風花（本庄第一中）

質問　①街灯設置や道路補修など道路環境の整備が観光
地整備にもつながると考えます。②観光名所周辺の雑草
問題を解決し美化を徹底することで市の魅力が増すと思
います。以上、本庄市を住みやすくするための提案です。
答弁　市では、各地域の要望や交通状況を踏まえた街灯
設置や、計画的な道路拡張等、道路の安全対策に取り組
んでいます。また、雑草問題にも、市や地域住民の協力
で年数回の除草や「クサゼロ運動」を実施中です。地域
や団体の清掃活動で市内の名所も守られています。今後
も行政と市民が連携し、安全・快適で住みやすいまちづ
くりを進めていきます。

　環境と観光の視点から過ごし
　やすいまちづくりについて

須川 侑哉 ( 本庄南中）

質問　市内には幅員４m 未満の狭あい道路が多く、整備
が遅れています。特に児玉中学校周辺に多く、防災や交
通安全面で課題があります。市の道路整備方針や、私た
ちが守るべき交通ルールを教えてください。
答弁　狭あい道路は市内に多くあり、幅員 4m 未満の二
項道路は約 400 ㎞あります。緊急車両の通行や災害時の
安全確保のため、市では土地買収による道路拡幅工事や
建築時のセットバック（道路後退）制度を推進しています。
　中学生の皆さんには、狭い道路に限らず交通ルールを
守って頂き、市民の模範となってください。

　既成市街地を中心とした
　道路基盤の整備について

廣川 大翔（児玉中）

　「はにぽん号」利用者増加
　による地域活性化について

岩田 彩那（本庄西中）

質問　利用者増加を目指し、①知名度向上のためのポス
ター掲示や車体へのイラスト導入、②利用促進のため
の BGM やポイント制度の導入、以上２点を提案します。
この提案は地域活性化につながるものと考えます。
答弁　はにぽん号は、高齢者の利用が多く、運転免許返
納者の日常の足となっています。今年３月以降は、LINE
やアプリでの予約、さらにはキャッシュレス決済が可能
になり便利になりました。幅広い世代への利用促進や知
名度向上を図るため、マップの改善や BGM の導入を検
討します。ポイント制度の導入など、利用促進の工夫は
重要と考えます。ご提案を真摯に受け止めます。

参加生徒（敬称略）
上段後列【本庄南中】（左から）篠塚 智成・髙栁 紗蘭・
須川 侑哉　上段前列【本庄西中】（左から）棚橋 優
花・岩田 彩那・清水 千暖
下段左から【本庄東中】小暮 泉美・延堂 旺駕・吉
田 乃々佳【児玉中】力山 虎太郎・田中 奏丞・廣川 
大翔【本庄第一中】島村 優希・平原 風花・町田 葵

島村 優希
（本庄第一中）
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【
第
19
回
】

本庄市中学生

まちづくり議会
★秘書課☎ 25- １１５４

※以下、当日の質問・答弁を要約したものです。


